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１．事業の目的と概要

年次 事業実施項目

平成29年度 都市計画決定

平成30年度 事業化

平成31年度 用地着手、工事着手

令和3年度 暫定開通

事業区間
(自)浦添市城間（うらそえしぐすくま）

(至)那覇市安謝（なはしあじゃ）

延長 2.9km

道路規格 第4種第1級

設計速度 60km/h

車線数 8車線

計画交通量

（R22将来推計値）

646百台/日

（R22年推計値）

事業費 約170億円[150億円※]

位置図

単位：ｍ

事業の経緯

1

■暫定整備時（8車線：片側4車線）
（令和4年3月27日供用開始）

■完成時（8車線：片側4車線）

浦添拡幅
L＝2.9km

R3年度 8/8車線
暫定開通済み

宜野湾市

那覇市

那覇港

E58

至 北谷

至 豊見城

※前回評価時の事業費

■整備前（6車線：片側3車線）
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１．事業の目的と概要

■国道58号浦添拡幅は、沖縄ブロック新広域道路交通計画において、広域交通の拠点となる都市や、空港・港湾を高規格道路等と効率的か
つ効果的に連絡する「一般広域道路」として位置づけられている。（図1）

■２環状７放射道路の一部を形成し、交通経路の分散化による慢性的な那覇都市圏内の混雑緩和を図る。(図2)

●上位計画

●（図2）那覇都市圏の2環状7放射道路●（図1）沖縄ブロック 広域道路ネットワーク計画図（案）

浦
添
拡
幅

浦添拡幅

出典：南部国道事務所事業概要2023出典：沖縄ブロック新広域道路交通計画より一部抜粋、作成
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●（図3） 人口伸び率の推移 ●（図4） 走行台キロ伸び率の推移

出典：（H2～R2）国勢調査、（R7～R27）国立社会保障・人口問題研究所将来推計人口

浦添拡幅
新規事業化（H30）

■国道58号浦添拡幅の位置する浦添市の人口の伸び率は全国平均を上回る伸び率を示しており、今後沿線開発等が進むことで更なる人口の増

加が期待される。（図3）

■沖縄県の走行台キロは、全国を大きく上回る伸び率である。（図4）
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２ ．事業の必要性に関する視点
①人口動態・地域情勢の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

浦添市は
全国平均・沖縄県平均を

上回る伸び率

（年） （年）

沖縄県は
全国を上回る伸び率浦添拡幅

新規事業化（H30）

全国道路・街路
交通情勢調査

H27ベース走行台キロ伸び率

出典：全国道路・街路交通情勢調査（H27）、
費用便益分析における交通流推計及び便益算出の方法の改定について（R4.2.22）
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２ ．事業の必要性に関する視点
②地域産業の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化
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■浦添拡幅の沿線地域には、那覇港、卸商業団地、国際物流拠点産業集積地域など主要産業が立地しており、製造品出荷額は沿線3市で県

内の約3割を占め、うち食料品製造関連が県内の約5割を占めている。（図5,6）

■浦添拡幅が位置する浦添市は、製造品出荷額において沖縄県内１位であり近年は2割増加（R2/H23）していることから、今後も産業集積

による物流活動の増加、地域活性化が予想される。（図7）

●（図5）浦添市、宜野湾市、那覇市の工業群

出典：「国土数値情報（物流拠点データ）」（国土交通省）を加工して作成
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●（図6）製造品出荷額の市町村別割合

出典：R3経済センサス活動調査

製造業全体 うち、食料品製造

沖縄県
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●（図7）浦添市の製造品出荷額

出典：H24、H28、R3経済センサス活動調査、
H24-H26、H29-R2工業統計調査

【市町村別製造品出荷額ランキング上位5位】 【浦添市製造品出荷額推移】

出典：R3経済センサス活動調査
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２ ．事業の必要性に関する視点
③周辺のまちづくりの進展１）事業を巡る社会情勢等の変化

5
330 E58

ゆがふBizタワー

【ゆがふBizタワー （大型複合施設）】
R4.11竣工

●（図8）浦添拡幅周辺で近年整備された施設

パルコシティ（R1.6開業）

【あんしん総合物流センター】
R5.2竣工

あんしん総合物流センター

■浦添拡幅周辺では、R1年6月に開業したパルコシティやセブンイレブン専用工場に加え、大型複合施設（R4年11月竣工）や物流関連施設

（R5年2月竣工）が整備されており、浦添市の宿泊施設客室数はH26年から200室以上増加している。（図8,9）

■浦添拡幅周辺の商・工業地の地価は上昇傾向であり、観光やビジネスにおける需要の高まりが要因と想定される。（図10）

■牧港補給地区は、新たな跡地利用計画の策定が進められており、今後も更なるまちづくりが進むと想定される。（図11）

浦添市

パルコシティ

“ビジネスリゾート”をコンセプトとした、
オフィス・ホテル・商業施設からなる複合施設

ホテル客室：120室、オフィス：8フロア ●（図11 ）牧港補給地区跡地利用計画のエリア区分（素案）

H24年度に基本計
画を策定。
周辺環境の変化や、
カーボンニュートラ
ル・ひと中心のまち
づくり等の社会潮流
を踏まえ、新たな基
本計画の策定に取
り組んでいる。

出典：

牧港補給地区跡地

利用計画説明会資料
（R5.8）（浦添市）

※R5.9.22時点
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●（図10）周辺地価の推移

出典：地価調査（商業地： 浦添(県)5-3、工業地：浦添(県)9-1 ）

●（図9）浦添市の宿泊施設
（軒） （室）

出典：沖縄県文化観光スポーツ部観光政策課
「宿泊施設実態調査」

（千円/㎡)（千円/㎡)

R5年は
H27年の約1.8倍

R5年は
H27年の約1.9倍

浦添(県)9-1

浦添(県)5-3

凡 例

地価調査地点(商業地)

整備施設(開通後)

整備施設(開通前)

地価調査地点(工業地)

58

敷地面積：28,905.00㎡、延床面積：61,968.35㎡の
先進的物流施設
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浦添拡幅 全体事業費 前回：１５０億円 ⇒ 今回：１７０億円 （＋２０億円）

■事業費増の内訳

２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

項目 増工金額

施工方法変更による増額 ①構造物の設計変更による見直し（函渠→橋梁） ５．０億円

施工方法変更による増額 ②仮設工の追加による見直し(オープン掘削→土留仮締切） ３．２億円

その他原因による増額
③景観、バリアフリーに配慮した整備（電共、照明、バス停等）

による見直し
１１．８億円

合計 ２０億円

※増工金額は、「4. コスト縮減や代替案立案の可能性の視点」で示すコスト縮減額を加味した金額である

※
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①構造物の設計変更による見直し（函渠→橋梁） (＋５．０億円) 

２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

○当初計画は、既設ボックスカルバートを延伸し盛土を立上げ拡幅を行う予定であった。
○詳細設計の検討により、降雨時における施工等の安全性や近接している米軍施設内の施工が困難なため、橋梁への設計

変更が必要となったことから事業費が増加することとなった。
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２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

②仮設工の追加による見直し(オープン掘削→土留仮締切） （＋３.２億円)

○老朽化した地域排水路の更新工事と本事業の改良工事の施工性を考慮し、地域排水と道路排水を一体化して新設函渠と
なる計画とした。また近隣の地質状況からオープン掘削(1:0.6勾配）での施工を予定していた。

○米軍用地返還後、詳細設計の為の地質調査を実施したところ、現況土質では、米基地及び国道５８号の現道に支障をきたす
ことが判明した。

○そのため、オープン掘削から事業地内で施工可能な土留締切工による掘削に変更したため増額となった。
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③景観、バリアフリーに配慮した整備（電共、照明、バス停等）による見直し (＋１１.８億円) 

２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

○当初計画は、既存の照明及びバス停は撤去・再設置で計画。また、電線共同溝の地上機器は存置として計画。
○事業化後、地元自治体からの要望により景観に配慮した仕様に変更するとともに、照明灯及びバス停上屋は老朽化による損傷、

更新が必要となったため増額。また、電線共同溝の地上機器は地元自治体の要望により車道側への移設となったため増額。
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２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について
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■総便益（Ｂ）
道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を浦添拡幅の整備の有無について推計し、「費用便益分析マニュアル」に

基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（Ｃ）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件

前回再評価時（R4年度） 今回評価時（R5年度）

基準年次 令和4年度 令和5年度

分析対象期間 供用後50年 供用後50年

基礎データ
平成27年度

全国道路・街路交通情勢調査
平成27年度

全国道路・街路交通情勢調査

交通量の
推計時点

令和22年度 令和22年度

計画交通量 64,600台/日 64,600台/日
事業費 150億円 170億円

総便益（B） 287億円 298億円

総費用（C） 153億円 175億円

費用便益比
（B／C）

1.9 1.7

２ ．事業の必要性に関する視点
●費用対効果（Ｂ/Ｃ）の結果２）事業の投資効果
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項目
前回評価（R4年） 今回評価

事業全体 事業全体 残事業

費用（Ｃ）（現在価値換算額）※1） 153億円※2） 175億円※2） 38億円※2）

事業費（億円） 141億円 162億円 25億円

維持管理費（億円） 13億円 13億円 13億円

便益額（Ｂ）（現在価値換算額）※1） 287億円※2） 298億円※2） 298億円※2）

走行時間短縮便益（億円） 290億円 302億円 302億円

走行経費減少便益（億円） 0.85億円 0.88億円 0.88億円

交通事故減少便益（億円） -4.3億円 -4.5億円 -4.5億円

費用便益比（Ｂ/Ｃ） 1.9 1.7 7.8

費用便益分析

費用便益比の算出条件

適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」
（令和4年2月：国土交通省道路局 都市局）
基準年次 :令和5年度
検討年次 :供用後50年
事 業 費 :現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率×ＧＤＰデフレータ（R5年公表値）
便 益 : ・①走行時間短縮便益②走行経費減少便益③交通事故減少便益

・上記金額は、道路整備前後における、 ①走行時間の価値②走行経費③交通事故損失額の差により算出
・なお、各金額は将来ＯＤ（Ｈ27ベースR22ＯＤ表）により推計した交通量を用いて算出

費用および便益額等については、令和5年度の価値に換算（現在価値算出のための社会割引率 ： 4％）

費用便益比＝
便益【①+②+③】

費用【事業費∔維持管理費】

※1）費用および便益の金額は、社会的割引率（4％）、GDPデフ
レータ（R5公表値）を考慮し、現在価値に換算した値。なお、
維持管理費、便益額については供用開始より50年間の総額

※2）便益・費用の合計は表示桁数の関係で一致していない

２ ．事業の必要性に関する視点
●費用対効果（Ｂ/Ｃ）の結果２）事業の投資効果



２ ．事業の必要性に関する視点
●経済活動の支援２）事業の投資効果
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■浦添拡幅の周辺地域には、那覇港、卸商業団地、国際物流拠点産業集積地域などが立地しているとともに、観光地や商業施設も数多く立

地している。また、浦添市の約14％の面積を占める牧港補給地区の跡地を活用したまちづくりも計画されており、当該地域の経済活動の

活性化が見込まれる。（図12,13,14）

■浦添拡幅の整備により、浦添市、那覇市及び宜野湾市などの都市間連携の強化が図られることで、経済活動の支援が期待される。

●（図12）浦添拡幅周辺の観光地、商業施設、工業群等

330

58

うらそえ

浦添市

な は

那覇市

ぎ の わ ん

宜野湾市

那覇空港

浦添拡幅

アメリカンビレッジ

トロピカルビーチ

サンセットビーチ

アラハビーチ

沖縄コンベンションセンター

国際通り福洲園

パルコシティ

ゆがふBizタワー
(R4.11竣工)

凡 例

主な観光地・商業施設

物流・工業集積地

クルーズターミナル・バース 大山工業適地

西洲卸商業団地

那覇港

国際物流拠点
産業集積地域
（那覇地区）

港川ステイツサイドタウン

第２クルーズバース

（R5.2供用開始）

第１クルーズバース

那覇クルーズターミナル

●（図14 ）牧港補給地区の土地利用と道路（素案）

●（図13）牧港補給地区のコンセプト（案）

人と環境が共生するスマートイノベーションシティ

「イノベーション拠点」の形成

世界中から人･企業･投資を
呼び込み､沖縄の経済を
牽引していくことを目指す

「環境先端都市」の形成

カーボンニュートラル都市を
目指し、次代の道路や通信､
エネルギー等都市基盤の

新しいあり方を実現

出典：牧港補給地区跡地利用計画説明会資料（R5.8）（浦添市）※R5.9.22時点を加工して作成

約3km

約1km

面積：約270ha
浦添市の約14％

※浦添市の面積：約1,948ha

浦添拡幅の整備により、都市間
連携の強化が期待される

宜野湾港マリーナ

波の上ビーチ

その他期待されるストック効果等



２ ．事業の必要性に関する視点
●周辺まちづくりの支援２）事業の投資効果

●（図15）浦添拡幅の整備イメージ
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歩道橋の更新も実施。

整
備
前
（
６
車
線
）

完
成
時
（
８
車
線
）※

イ
メ
ー
ジ

暫定整備により車線は拡幅。歩道幅員は整備前から変更なし。

牧港補給地区側の返還用地を利用し８車線に拡幅。

完成時は歩道と植樹帯を分離し歩道幅員3.5mを確保。自転車通行帯も整備。
照明やバス停も新設するとともに歩道橋を設置。
⇒歩行者のアメニティや安全性の向上を図り、跡地利用計画と一体となったまちづくりを支援。

完成時は歩道と植樹帯を分離し歩道幅員3.5mを確保。自転車通行帯も整備。
照明やバス停も新設するとともに歩道橋を設置。
⇒歩行者のアメニティや安全性の向上を図り、跡地利用計画と一体となったまちづくりを支援。 ※アメニティ：心地よさや快適性

■浦添拡幅の整備により、歩道の幅員確保、景観に配慮した街灯・バス停が設置され、地域住民や来訪者のアメニティが向上するとともに、

歩道橋の更新により歩行者の安全性が向上する。（図15）

■牧港補給地区は浦添拡幅に隣接していることから、浦添拡幅の整備により跡地利用計画と一体となったまちづくりの支援が期待される。

その他期待されるストック効果等
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項目 その他の投資効果

災害への備え 緊急輸送道路の指定 ◇第１次緊急輸送道路に指定

地域環境の保全
CO2

排出量の削減

◇CO2排出量
・約1.6千t-CO2/年削減※1)

・1416.2千t-CO2/年→1414.5千t-CO2/年

生活環境の改善・保全

NOX

排出量の削減

◇NOX排出量
・1.3t-NOX/年削減※1)2)

・76.0t-NOX/年→74.8t-NOX/年

SPM
排出量の削減

◇SPM排出量
・0.08t-SPM/年削減※1)2)

・4.25t-SPM/年→4.17t-SPM/年

※1) R22未整備時、R22整備時の数値の差

※2) 費用便益対象リンクのうち、交通量推計の結果から当該事業により大きく影響を受ける国道58号、臨港道路浦添線、国道330号、県道251号線のリンクを対象として算出

２ ．事業の必要性に関する視点
●その他の投資効果２）事業の投資効果

その他地域社会が受ける便益等
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■平成29年度に都市計画決定。平成30年度に事業化。令和3年度に8車線暫定開通。

■用地進捗率は約99％、事業進捗率は約74％となっており、引き続き全線開通に向けて整備を推進。

■事業の経緯

■事業の進捗率

年次 事業実施項目

平成29年度 都市計画決定

平成30年度 事業化

平成31年度 用地着手・工事着手

令和3年度 暫定開通

事業費 170億円［150億円※］

事業進捗率 約74％［約84％※］

用地進捗率 約99％

令和5年3月末時点

■進捗状況写真

■位置図

３．事業の進捗状況の見込みの視点

▲整備前の国道58号 宮城付近 平成26年3月撮影 ▲暫定整備後の国道58号 宮城付近 令和4年3月撮影

至 宜野湾

至 宜野湾

至 那覇 至 那覇

工
事
中

浦添拡幅

L＝2.9km

(

自)

浦
添
市
城
間

(

至)

那
覇
市
安
謝

浦添市

宜野湾市

那覇市
那覇新港

E58

至 北谷

至 豊見城

※事業費増額前の数値

主要地方道

凡 例

一般国道

高速道路

一般県道

浦添拡幅

事業中路線

▲暫定整備後の国道58号 屋富祖付近 令和5年10月撮影

至 宜野湾

至 那覇
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４.コスト縮減や代替案立案の可能性の視点

浦添拡幅は、現道６車線から８車線への拡幅を行う事業であり、交通切替えを伴う事業である。
交通切替えに伴う安全施設（システムガディ）を他工事で使用した資材を再利用することにより

約１億円の縮減を図る。今後も、技術の進展に伴う新技術・新工法（情報化施工等）の採用など、
コスト縮減に努めながら引き続き事業を推進していく。

システムガディ位置図

当初 見直し後

●設置延長４.２ｋｍ
・購入品：４.２ｋｍ

●設置延長４.２ｋｍ
・購入品：２.８ｋｍ
・再利用：１.４ｋｍ

イメージ

■見直し後のメリット
事業完了後、他事業への
再利用が可能である。

システムガディ

断面図



１．事業の必要性

○経済活動の支援 ［P.13］

⇒周辺地域ではさらなる経済の活性化が見込まれており、浦添拡幅の整備により都市間連携強化が図られることで、経済活動を支援

○周辺まちづくりの支援 ［P.14］

⇒歩道や街灯、バス停等を整備することで、地域住民や来訪者のアメニティを向上し、周辺まちづくりを支援

◎費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝ 1.7 （事業全体）、 7.8 （残事業）

○事業進捗率は約74％、用地進捗率は約99％。浦添拡幅の完成に向けて、鋭意事業の進捗を図る。

３．事業の進捗と見込み

18

２．事業の投資効果

○浦添拡幅は、沖縄ブロック新広域道路交通計画において、広域交通の拠点となる都市や、空港・港湾を高規格道路等と効率的かつ効果的

に連絡する「一般広域道路」として位置づけられており、那覇都市圏の2環状7放射道路の一部を形成する。［P.2］ ⇒ 道路ネットワークの

形成

○浦添市の人口の伸び率は全国平均を上回る伸び率。［P.3］⇒ 人口の増加

○浦添市では今後も産業集積による物流活動の増加、地域活性化が予想される。 ［P.4］⇒ 地域産業の活性化

○浦添拡幅周辺で複数の施設が整備されるとともに、牧港補給地区の跡地を利用したまちづくりが今後進む予定。［P.5］⇒ まちづくり支援

５．対応方針（原案）

○対応方針(原案)：「事業継続」


